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民事訴訟法への招待
伊藤　眞

担当編集から
「民事訴訟法は難しい」と言われます。
民法の知識も必要ですし，訴訟という

（大多数の人が経験したことのない）場面を規律するも
のであるため，具体的な想像が及びづらく，抽象的で無
味乾燥に感じられることも原因の一つであるでしょう。
そして，民事訴訟法のテキストは，その多くが自立する
ほどに厚く，本書の著者である伊藤眞先生の代表的体系
書『民事訴訟法〔第 7版〕』（有斐閣，2020 年）も 900
頁に迫るボリュームです。ゼロ地点から登るには，あま
りに高く険しい。
　──でも，諦めず挑戦してほしい。その手助けとなる
ことを願い書かれたものが，本書です。学習を始めるに
あたり，まずその全体像を把握することを目的に，条文
を中心とする基本原理・基礎概念・骨格に絞り解説がな
されています。文字ばかりではありますが，ですます調
の筆致は非常に平明で，通読のハードルはかなり低く
なっているはずです。
　民事訴訟法を学ぼうとするすべての人に，自信をもっ
てお薦めします。ぜひお手に取ってご覧ください。（中野）

「本書の使い方」については，第1章にまとめて書かれています。まずご一読を！Point
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詳細は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641233041

